
25332　植調　Vol.59, No.7（2025)

のかからない緻密できれいな芝草」である。殺菌剤，殺虫剤
等の農薬をほとんど必要とせず，適応気温の幅は広く，ほと
んど上に伸びず，乾燥で枯れることが少ない。除草剤もあま
り必要としないが，除草剤のなかには本種だけの特異的な選
択性を有し，いつ処理しても一年生雑草は元より，スズメノ
ヒエやチガヤ，ブルーグラスなど多年生イネ科雑草から，ヨ
モギ，セイタカアワダチソウ，チドメグサなど多年生広葉雑
草，ヒメクグ，ハマスゲ，スギナに至るまで発生前から生育
期までの枯殺効果が高く，以後の発生抑制効果が優れる除草
剤がある。そのため，本芝草が普及すれば開発メーカーに新
規の芝登録を依頼したいと願っている。
美ら緑は暖地型芝草であることから，気温が低下すると生
育が休止して緑色が衰退する。これに寒地型芝草のライグラ
スなどでオーバーシードするゴルフ場グリーンを造れば，コ
ンパクションやより安定したスムーズなボールの転がりが得
られる。初夏に転換を行っても，コウライシバやアメリカか
ら導入されたウルトラドワーフバミューダグラスで見られる
ような衰退は見られず，問題が少ない。寒地型芝草のヌカボ
属のベントグラスと切磋琢磨し，農薬と技術者に頼って管理
するよりましではないかと考えている。

植調九州会

植調九州会のゴルフコンペは，次回で第 65回目を迎える。
本会がいつ，どのように始まったのか知らないが，おそらく
昭和 50年代ではないだろうか。筆者は当時の吉沢長人専務
理事からのお誘いで，かれこれ 40数年前から参加している。
前回の開催は八女上陽ゴルフ倶楽部で，参加者はわずか９名
だった。初めて参加したのは玄海ゴルフクラブだったと思う
が，多分 30 名は参加されていたと思う。その後は概ね年 1
回の継続開催で，当協会からは則武，竹下，横山，高橋氏ら

理事が参加され，講話が提供された。主に水田雑草の話題だっ
たが，成績検討会や学会とはかなり異なり，関連企業の方と
ストレートでわだかまりのない意見交換が行われたと記憶し
ている。志を同じくする友として信頼関係に大きく寄与した
と思う。いつの日だったか忘れたが，本会合が JR内野カン
トリークラブで開催された時のことだ。全員がティーイング
エリアに集合し，ここで「永江君」と君呼ばわりで声をかけ
られたのには驚いた。こともあろう高校の一学年先輩で，バ
レー部の主将を引き継いだ御仁だった。縁とは不思議なもの
で，偶然ではなく，必然のような気がしている。これを機に
かけがえのない親交を深めた。ゴルフを遊びの会という人も
いるが，ドナルド・ジョン・トランプアメリカ合衆国大統領
と安倍晋三元内閣総理大臣の対人関係のように，外交や信頼
関係の構築に大きく寄与すると思う。
ゴルフは実にとっつき難いスポーツで，筆者も二度や三度
ならず，もうしないとクラブを放り投げたことがある。しか
し，今ではゴルフを覚えて良かったとつくづく思う。なんで
もそうだが，奥行きは深い。止まっているボールの状態を確
認し，打ち方のコントロールで打数を競うゲームである。プ
ロのように格好よくなくても，200 ヤードのショットもあ
れば 2cmのパットも同じ一打で違いはないのだから，自分
が好きなように考えて運べばよい。ボールの大きさと僅か
10cm強のカップの大きさは実によく考えられ，上りと下り
ではカップに入る確率が大きく異なる。すなわち短い距離の
コントロールが良いスコアに結び付く競技と言っても過言で
はない。
本誌で関係者の多くの皆さま方に本会合への参加を呼びか
けるとともに，本会合のさらなる発展を心から祈念し，人の
出会いと人間関係の重要性を呼びかけたい。
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図-11 九州地域芝草緑地管理研究会（コース視察会） 
図 -11　九州地域芝草緑地管理研究会（コース視察会）
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■協会だより
■■試験成績検討会
●�2025年度畑作・草地飼料作関係除草剤・生育調節剤試験

成績検討会（Web会議）

　日時：2025年12月� 4�日�（木）� 10:00～17:00

� 5�日�（金）� 10:00～17:00

●�2025年度水稲関係除草剤直播栽培・畦畔等�適用性試験

成績検討会（Web会議）

　日時：2025年12月� 9�日�（火）� 9:30～17:00

� 10�日�（水）� 9:30～17:00

●2025年度水稲関係除草剤試験成績中央判定会議

�（Web会議）

　日時：2025年12月11日�（木）��� 9:30～17:00

　〈判定結果発表〉（Web会議）

　日時：2025年12月15日�（月）� 15:00～17:00

●2025年度水稲関係生育調節剤試験成績検討会

�（Web会議）

　日時：2025年12月16日�（火）� 10:00～17:00

●�2025年度春夏作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験

成績検討会（Web会議）

　日時：2025年12月18日�（木）� 10:00～17:00

� 19日�（金）� 10:00～17:00

広　 　　　場 ■研究会等
●日本雑草学会第40回シンポジウム
　テーマ：これからの雑草管理技術に求められるものとは
　　　　　～持続可能な食料生産に向けて～
　日時：2025年12月6日（土）�13:00～17:00
　場所：ふれあい貸し会議室�博多No126
　　　　（〒812-0012福岡市博多区博多駅中央街5-12
　　　　　博多東ビル3階）
　定員：会場100名（対面のみ）
　参加費：無料
　申込み：第40回シンポジウム開催案内ページ（https://
� wssj.jp/conference/symposium.html）でご確認くだ�
� さい。
������【締切：12月3日，定員になり次第締切】
　プログラム：
　　「�生産者が考える農家数激減時代に向けた持続可能

な食料生産とは？」
　　　　中森　剛志（中森農産株式会社）
　　「スマート農業技術と雑草管理の課題」
　　　　及川　一也（株式会社クボタ）
　　「�持続可能な食料生産を目指す農社スマートビレッジの挑

戦－畝間除草ロボットから畦畔管理スマート化まで」
　　　　奥野　竜平（株式会社農社）
　　「�外来雑草問題の早期対応体制の構築－持続的食料生

産を支える基盤－」
　　　　浅井　元朗（農研機構）
　　「水稲有機栽培の雑草防除を軽労化する両正条田植機」
　　　　重松　健太（農研機構）
　　「�非遺伝子組み換え除草剤抵抗性イネ：Clearfield®

生産システム�およびProvisia®�生産システムを利用
した雑草管理」

　　　　福井　翔太（BASFジャパン株式会社）

●第42回農薬環境科学研究会
　テーマ：外来生物と化学的防除
　日時：2025年12月� 8�日�（月）� 13:00～20:30
　　　　　　　� 9�日�（火）� 9:00～11:50
　場所：�千葉市文化センター(千葉県千葉市中央区中央2-5-1�

千葉中央ツインビル２号館)
　内容：
　12月8日　13:10～　基調講演
　　　「侵略的外来生物管理制度に関する国際比較（仮）」
　　　　　上川原　献二（滋賀県立大学）
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【お知らせ】
植調第59巻　第６号の訂正をお知らせいたします。
　Ｐ．21
「統計データから」�表-2�表中の文字の重複
　　①�野菜� 49��％
　　②�草花� � 8�％

誤）
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我が国の種苗の販売市場規模と輸入状況 
　統計データから

我が国における種苗産業の市場規模は，2,600 億円程度と推
計される（表 -1）。そのうち，野菜の種苗販売規模が最も多く約
1,700 億円で，全体の 65.8％を占める。

野菜種子については，国内流通の約９割が国外で生産され，
我が国における種苗輸入額の約半数を占めている（表 -2）。これ
ら海外産は，日本の種苗会社が開発した優良品種の良質な種子
を合理的な価格で安定的に供給するためものである。種子生産
に適した北・南半球の複数国でリスク分散して生産を行い，加え
て，約１年分を国内で備蓄するなど，安定供給体制を確保してい
る（表 -3）。

次いで，輸入額が多いのは花き類で，球根が輸入額の 17％，
草花が８％。また，とうもろこしが８％，飼料作物が６％となっ
ている。

一方，穀類，果樹の種苗は，ほぼ全量が国内で生産されてい
る。稲，麦，大豆，ばれいしょ等の主要農作物の種子は，農研

機構や都道府県の試験場が開発した優良な品種の原原種を元に
して国内の種苗生産地で段階的に増殖され，供給されている。

果樹の苗は，農研機構や都道府県の試験場等が開発した優
良な品種の母樹の穂木 （枝）を国内で他の品種（台木）に接い
で増殖し苗木に仕立てられ，供給されている。

気候変動等の影響により，今後新たな採種適地の開拓を進め
ていく必要があるが，乾燥した気候や，同様の種属が栽培され
ていない圃場間隔が取れる山の谷間や離島等，交雑しない環境
が必要である。また，野菜の採種では，通常の青果物生産と異
なり手間と時間を要する。そこで，効率的な採種に向けた技術，
例えば，F1 種子を効率的に生産するため，温度管理や薬品処
理により母系統の花粉を不活化する技術や，日長や温度等の環
境条件を制御する開花促進技術などの開発・導入が求められて
いる。                            　　　　　　　　　　　　　（K.O）

国名 輸⼊額 （百万円）  数量 （トン）

チリ 6,325 413
品⽬ 割合 アメリカ合衆国 3,226 850
野菜 49% 南アフリカ共和国 2,786 227

品⽬ 販売額（億円） 球根 17% 中華⼈⺠共和国 2,235 373
穀物 311.8 とうもろこし 8% イタリア 1,746 405
果樹 266.5 草花 8% タイ 895 54
野菜 1,689.8 飼料作物 6% ニュージーランド 795 294
花き 300.3 きのこ菌類 3% デンマーク 631 389
合計 2,568.4 穀物類 3% ペルー 630 5

てん菜 2% インド 548 59
⾖類 1% その他 2,872 254

その他 4% 合計 22,689 3,322
（2024年） 財務省「貿易統計」，表-2の野菜の種⼦の輸⼊元を⽰す。

資料：JATAFF
「令和2年度種苗産業動向調査」
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　1

①

②

　　　「水田におけるナガエツルノゲイトウの防除（仮）」

　　　　　嶺田　拓也（農研機構）

　　　「�ヒアリ対策の今～侵略的外来昆虫に対する化学的

防除技術の開発」

　　　　　五箇　公一（国立環境研究所）

　　　16:30～　ポスターセッション，企業展示

　　　18:30～　情報交換会

　12月9日　�9:10～　特別講演

　　　「千葉県におけるスクミリンゴガイの防除（仮）」

　　　　　清水　健（千葉県）

　　　「�日本には毎年何種類の外来植物が侵入してい

たか（仮）」

　　　　　江川　知花（農研機構）

　　　「�化学物質管理とネイチャーポジティブの統合的

アプローチ（仮）」

　　　　　鬼頭　健介・山口　圭太

　　　　（みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社）

　　　11:10～　ポスターセッション，企業展示

　申込み�：第42回農薬環境科学研究会開催案内サイト

（https://pssj2.jp/committee/environment/

environment42）でご確認ください。

���������【締切：11月7日（金）】

　参加費等：

　　　　11月30日まで� �7,000�円（正会員），

� � �　　　�10,000�円（非会員）

　　　　当日申込み� �9,000�円（正会員），

� � �　　　�12,000�円（非会員）

　　　　情報交換会　11月30日まで　7,000円

　　　�（当日申込みは，情報交換会に参加できません。）
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我が国の種苗の販売市場規模と輸入状況 
　統計データから

我が国における種苗産業の市場規模は，2,600 億円程度と推
計される（表 -1）。そのうち，野菜の種苗販売規模が最も多く約
1,700 億円で，全体の 65.8％を占める。

野菜種子については，国内流通の約９割が国外で生産され，
我が国における種苗輸入額の約半数を占めている（表 -2）。これ
ら海外産は，日本の種苗会社が開発した優良品種の良質な種子
を合理的な価格で安定的に供給するためものである。種子生産
に適した北・南半球の複数国でリスク分散して生産を行い，加え
て，約１年分を国内で備蓄するなど，安定供給体制を確保してい
る（表 -3）。

次いで，輸入額が多いのは花き類で，球根が輸入額の 17％，
草花が８％。また，とうもろこしが８％，飼料作物が６％となっ
ている。

一方，穀類，果樹の種苗は，ほぼ全量が国内で生産されてい
る。稲，麦，大豆，ばれいしょ等の主要農作物の種子は，農研

機構や都道府県の試験場が開発した優良な品種の原原種を元に
して国内の種苗生産地で段階的に増殖され，供給されている。

果樹の苗は，農研機構や都道府県の試験場等が開発した優
良な品種の母樹の穂木 （枝）を国内で他の品種（台木）に接い
で増殖し苗木に仕立てられ，供給されている。

気候変動等の影響により，今後新たな採種適地の開拓を進め
ていく必要があるが，乾燥した気候や，同様の種属が栽培され
ていない圃場間隔が取れる山の谷間や離島等，交雑しない環境
が必要である。また，野菜の採種では，通常の青果物生産と異
なり手間と時間を要する。そこで，効率的な採種に向けた技術，
例えば，F1 種子を効率的に生産するため，温度管理や薬品処
理により母系統の花粉を不活化する技術や，日長や温度等の環
境条件を制御する開花促進技術などの開発・導入が求められて
いる。                            　　　　　　　　　　　　　（K.O）

国名 輸⼊額 （百万円）  数量 （トン）
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野菜 1,689.8 飼料作物 6% ニュージーランド 795 294
花き 300.3 きのこ菌類 3% デンマーク 631 389
合計 2,568.4 穀物類 3% ペルー 630 5

てん菜 2% インド 548 59
⾖類 1% その他 2,872 254

その他 4% 合計 22,689 3,322
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⾖類 1% その他 2,872 254

その他 4% 合計 22,689 3,322
（2024年） 財務省「貿易統計」，表-2の野菜の種⼦の輸⼊元を⽰す。
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①

②

　　　「水田におけるナガエツルノゲイトウの防除（仮）」

　　　　　嶺田　拓也（農研機構）

　　　「�ヒアリ対策の今～侵略的外来昆虫に対する化学的

防除技術の開発」

　　　　　五箇　公一（国立環境研究所）

　　　16:30～　ポスターセッション，企業展示

　　　18:30～　情報交換会

　12月9日　�9:10～　特別講演

　　　「千葉県におけるスクミリンゴガイの防除（仮）」

　　　　　清水　健（千葉県）

　　　「�日本には毎年何種類の外来植物が侵入してい

たか（仮）」

　　　　　江川　知花（農研機構）

　　　「�化学物質管理とネイチャーポジティブの統合的

アプローチ（仮）」

　　　　　鬼頭　健介・山口　圭太

　　　　（みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社）

　　　11:10～　ポスターセッション，企業展示

　申込み�：第42回農薬環境科学研究会開催案内サイト

（https://pssj2.jp/committee/environment/

environment42）でご確認ください。

���������【締切：11月7日（金）】

　参加費等：

　　　　11月30日まで� �7,000�円（正会員），

� � �　　　�10,000�円（非会員）

　　　　当日申込み� �9,000�円（正会員），

� � �　　　�12,000�円（非会員）

　　　　情報交換会　11月30日まで　7,000円

　　　�（当日申込みは，情報交換会に参加できません。）
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■除草カタログ　公開中

 
 植調協会は Web サイト「除草カタログ」を公開しました。（https://joso-catalog.japr.or.jp/） 

除草カタログは，難防除雑草や外来雑草など様々な問題雑草ごとに，有効とされた除草

剤の処理時期・処理方法や各種技術と組み合わせた防除体系など，防除に役立つ情報を分

かりやすくまとめて発信するとともに，全国各地で実践された問題雑草の防除レポートを

掲載して，ユーザーの皆様に情報共有していただく Web サイトです。 
問題雑草で困っている農家の方々や技術普及関係者の皆様に少しでも早くご活用いただ

きたいと考え，現時点では掲載草種数等が少ない状態ですが，試験運用を開始しています。

今後も掲載情報を充実させてまいりますので，ぜひご活用ください。 
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